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山根一仁さん応援レポート
山田和樹

バーミンガム市交響楽団
山根一仁

2016年6月29日（水）
横浜みなとみらいホール大ホール

海外オーケストラとの初共演

英国・バーミンガム市交響楽団、1920年に創設
され、世界的な名声を博しているオーケストラ
である。英国第二の都市であるバーミンガムの
シンフォニー・ホールを本拠地とし、サー・サイ
モン・ラトルが18年に渡って指揮・音楽監督を
行ったことで、さらに世界有数のオーケストラと
なったと言われている。

会場は横浜みなとみらいホールの大ホール。
みなとみらい21地区のクイーンズスクエア横浜
内にある横浜初の本格的クラシックコンサート
ホールであり、1998年の開館以来、「海の見え
るコンサートホール」として親しまれている。
大型のパイプオルガンを設置した大ホール
（2,020席）は、アリーナ型の客席配置を取り入
れており、音響的にも評価が高い。

本日の公演は、山田和樹氏の指揮、英国・
バーミンガム市交響楽団の管弦楽。
山根さんは、ソリストとしてチャイコフスキーの
ヴァイオリン協奏曲（チャイコン）を演奏する。

山根さん初の海外オーケストラとの共
演、雑誌等でも取り上げられるなど、話
題の公演だ。会場には多くのお客様、
山根さんの初共演を祝って、スタンド花
もたくさん届いている。
指揮者の山田和樹氏とは、これまでに
も数回共演している。２年前の日本フィ
ルハーモニーとの演奏会でも、本日の
チャイコフスキーを共演した。
「・・・僕の良いところをどんどん見つけ
てくれて、既存の音楽に合わせるので
はなく、一緒に作っていく感じの方です」
「・・・僕の本番でしか生まれないアイデ
アに近づいてサポートしてくださいま
す・・・」と厚い信頼の「ヤマカズ」コンビ
でもある。
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始まりはウェーバーの歌劇
「オベロン」序曲。

静かな音、力強い音、軽やかな
音、迫力ある大きな音が心地よく
響き渡る。

「ゾーンに入っている」かのような熱い演奏

拍手に迎えられ、山根さん登場。

チャイコフスキーのヴァイオリン協
奏曲が始まる。

チャイコンは名曲中の名曲。多く
の演奏家に弾かれてきた曲だ。

「・・・楽譜と向き合い、自分の音
楽性を表現したい。だから、演奏
は毎回自然と変わってきているし、
それが自分の音楽の面白みだと
思います」とのコメントも届いてい
る。山根さん自身、もう何度も弾
いてきたというこの曲、今日は、
どのように表現するのか楽しみだ。

オケが旋律を奏でたのち、山根さんのヴァイオリンが
始まる。艶のある音色、余裕を感じさせるほどの堂々
とした演奏が頼もしい。

「ゾーンに入っている」かのような、キレのある、熱の
こもった演奏。山根さんらしさが滲み出る。マエストロ
とオーケストラとの一体感のもと、「今の自分が求め
るチャイコン」を披露してくれた。

大ホールを埋める客席からの満場の拍手。

やまない拍手に応じたソリストアンコールは、バッハ
の無伴奏ヴァイオリン・ソナタBWV1003第Ⅲ楽章。

1本のヴァイオリンで、旋律と通奏低音の二声を弾くと
いう、高度な技術が必要とされる曲を、ぐっとシックに
聴かせてくれた。

会場には、３日前の群馬交響楽団の演奏会で共演し
た、指揮者・田中祐子氏、盟友・上野通明さん（44回
生・チェロ）の姿も。

写真ご提供：横浜みなとみらいホール ©藤本文昭氏 当ページの写真全て
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「今の自分が求める」チャイコンを

音響が素晴らしく、緩やかな傾斜だが、ワンフロアでステージが見やすいホール。収容600名のホールでオーケストラコンサートは贅沢！

終演後の山根さんに、話を聞いた；

－ チャイコン、思いどおりに？；

「・・・チャイコンは親しまれた名曲ですが、
皆が求めている演奏ではなく『自分の求
める演奏』をしたつもりです」

「・・・リハーサルのときは、オケに引っ張
られた感があって、それが自分でも嫌
だったので、本番は『自分が巻き込もう』
と。考え過ぎずに弾こうと思い直して、本
番ではそれが実現できました」

「・・・とにかく楽しかったです。ヨーロッパ
のオケと演奏することができたというのは、
自分にとっても大きなことです。オケの
方々一人一人が本当に楽しんでくれてい
るのが伝わってきました」

「もっともっと上手くなって、たくさんの
オーケストラと共演したいなという思いが、
さらに強くなりました」

≪演奏会概要≫

◆出演
山田和樹（指揮）
バーミンガム市交響楽団
山根一仁（ヴァイオリン）

◆プログラム
ウェーバー：歌劇「オベロン」序曲
チャイコフスキー：ヴァイオリン協奏曲ニ長
調作品35
シベリウス：交響曲第2番ニ長調作品43

◇ソリスト・アンコール
J.S.バッハ：無伴奏ヴァイオリンソナタ第2番
イ短調BWV1003

第Ⅲ楽章Andante
◇アンコール
チャイコフスキー：歌劇「エフゲニー・オネー
ギン」よりポロネーズ

一方で、「・・・様々な経験を積むことにより、
考え過ぎない強さ、知り過ぎていない強さを、
少し失っていたかもしれない」とも。

「・・・このまま、自分の最高の音楽を目指し
ながら、ヨーロッパで活動できるような音楽
家になりたい。自分の目指す本当にいいも
のだけを、追っていきたい」と、キリリとした
表情で話してくれた。

山根さん、
素敵な演奏でした。
また聴かせてください！

終演後、楽屋でマエストロと

楽屋で上野通明さんと

３日前に共演した指揮者田中祐子氏と

ミュンヘン音楽大学に留学中の山根さん、

留学して、音楽の捉え方が変わってきて
いるそうだ。
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【コンサート・フライヤー(表）】
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【コンサート・フライヤー(裏）】
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【コンサート・プログラム（表紙）】
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【コンサート・プログラム（裏表紙）】
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【コンサート・プログラム P.1】
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【コンサート・プログラム P.２】


